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し な が ら 運 営 を 行 っ て い る． ま た，100も の
Fosterファミリーが子猫などの世話を自宅で
行っているとのことだった．年に900,000ドル以
上ものコストがかかっているが，“Shelter Me”
という，スポンサープログラムがあり，それも活
用されているようだった．犬は400ドル，猫は
275ドルのスポンサー料だった．なお，シェル
ターには，犬と猫以外にも，今回はいなかった
が，ウサギなども受け入れているようであった．
Ⅹ．実習事前学習
今回の実習を実施するにあたって，現地での注
意点や持ち物の確認，訪問先の情報などに関し
て，各キャンパスで事前学習を実施した．その中
でも，今回訪問した，パデュー大学獣医看護学科
長のレベッカ先生が６月に来日されるということ
で，千住キャンパスにおいて特別講演を学科全学
年対象に実施することができた．アメリカでの動
物看護師の教育内容や職務などについての内容で
図23　パデュー大学獣医学部棟前のモニュメントを背景に集合写真
図24　ミズーリ大学キャンパス中央を背景に集合写真
図25　帰国日前日，お世話になったバスと運転手のラスさん，添乗員の
長澤さんとの集合写真
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あった．また，千住キャンパスと東京西キャンパ
スのそれぞれの実習参加学生の自己紹介，並びに
安全に関する合同の事前学習を行うため，両キャ
ンパスの大会議室において，テレビ会議も実施し
た．
実習中の安全管理として，学科で作成している
海外実習における「安全の手引き」を更新し学生
へ配布するとともに，リスクマネジメント講習も
実施した．実習中は常に２人以上のバディーを組
ませ，単独行動を禁止した．また外務省の「たび
レジ」に学生個人でも登録をさせた．
Ⅺ．最後に
今回の海外実習では，特に大きなトラブルもな
く，全行程を過ごすことができた（図23－25）．
帰国後，学生に配布をしていた実習日誌に感想を
記入させ提出をさせた．その内容には，各々の学
生が感じたこと，今後の学習意欲への動機づけの
など，普段の実習レポートでは見られないよう
な，生き生きとした言葉でまとめられていた．広
い視野を得たという内容や，将来，渡米を視野に
いれるようになった，日本とアメリカの違いを肌
で感じることができたなど，実習日誌の感想を読
んでいる我々も喜ばしく思える内容であった．今
回の海外実習は，参加した学生にとっても引率し
た教員にとっても，とても有意義で内容の濃い，
次に繋げられるような実習にすることができた．
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